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神郷校区の人口 
人口   9,825 人 
（男）    4,757 人 
（女）    5,068 人 
世帯数    4611 世帯 
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※毎月 24日 19:30～公民館で定例会を開催しています 

１年間どうぞよろしく 

     お願いいたします 

 

 

 令和３年度校区 

   スポーツ大会予定 

7 月４日 川東中学校体育館 

  レクバレー大会 女子の部 

 

8 月１日 神郷小学校体育館 

  スマイルボーリング大会 

 

9 月 1２日 川東中学校体育館 

  レクバレー大会 男子の部 

 

10 月 2４日 神郷小学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

   グラウンドゴルフ大会 

 

運動不足な毎日です。 

コロナウイルス感染拡大防止策を 

守って気持ち良い汗を流しませんか 

  春の受勲 瑞宝単光章 受賞 

   おめでとうございます！ 

 柴田 誠治さん（中郷） 

 この度、神郷消防分団長を務められ、神郷の安全安心に尽力した

功績により瑞宝単光章を受けられました。任期中には 16 年災害も

あり、ボートを借りて避難者を公民館まで迎え入れたり、チェーン

ソーで倒壊家屋を解体して人命救助したりされたそうです。また、

消防分野だけでなく、平成 27 年～31年は神郷公民館長、民生児

童委員９期 27 年、体育振興 40年余り、他いろいろな立場で、リ

ーダーシップを発揮して神郷校区発展に寄与されました。 

 現在は神郷まちづくり委員長を務め、また趣味のソフトボールで

は、監督兼キャプテンとして現役で活躍されています。いつも前向

きで、しかも素早い行動力で地域の皆さんが頼れる存在です。 

今後もお体に気をつけて益々のご活躍を期待申し上げます。 

おめでとうございました。 

 

 

 

 

「コロナに負けるな！盆踊り」  

太鼓名人伊藤久紀さんの太鼓 

に合わせて元気に踊りました 

「美味しくなーれ 野菜植え」 

まちづくり委員会環境美化部さん

指導で親子で野菜苗を植えました 
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伊予八藩の成り立ち、 

 徳川幕府は全国に 315 藩を設置 

 
 

 

 

 

 

   

 

徳川
とくがわ

家康
いえやす

は 1603（慶長
けいちょう

８）年、征夷大将軍に任ぜられ江

戸幕府を開いた。幕府の政権の基礎づくりは、2 代秀
ひで

忠
ただ

・３代

家光
いえみつ

へとひきつがれて完成した。 

 将軍から１万石以上の領地をあたえられた者を大名といい、

大名には、徳川の一族である親藩
しんぱん

、昔からの家臣の家柄である

譜代
ふ だ い

、後に家臣となった外
と

様
ざま

の３様があった。徳川幕府は大名

を統制するため親藩・譜代大名を全国の要地においた。 

 伊予八藩についてですが、親藩の西条藩
さいじょうはん

は、1670（寛
かん

文
ぶん

10）

年、紀州和歌山
きしゅうわかやま

藩主徳川頼宜
よりのぶ

の二男頼
より

純
ずみ

が 3 万石を与えられ入

国しました。これが松平
まつだいら

西条藩の始まりです。 

 西条藩は城がなく陣屋
じ ん や

でした、西条藩主は定府
じょうふ

といって常時

江戸在住であったため藩主が西条へ入国することはまれでし

た。西条では早くから新田開発が行われ、伊予八藩の中では新

田開発がもっとも盛んな藩でした。また、遠浅の海岸で干満の

差が大きいという自然条件をいかした製塩業も発達しました。 

 次に、小松藩（外様）は、一万石をあたえられた一柳直頼
ひとつやなぎなおより

が、

1637（寛永
かんえい

14）年周布郡に入国し小松藩を置きました。直頼

は一柳直盛の三男で同じ時期に成立した兄弟藩は断絶しました

が、小松藩だけは明治に至るまで存続しています。小松は金毘羅
こ ん ぴ ら

道
みち

の交通の要衝として発展しました。小松藩は 1 万石の小藩で

したが、近藤
こんどう

篤山
とくざん

を儒
じゅ

官
かん

として招くなど好学の藩として知られ

ました。 

 1635（寛永 12）年、松
まつ

平定
だいらさだ

行
ゆき

が伊予 15 万石の領主とし

て入国して松平松山藩が誕生します。松山藩は高松藩とともに

親藩として四国全体を制圧する含みをもっていました。定行の

弟松平定房
さだふさ

が、同じ年の寛永 12 年に 3 万石の領主として入国

したのが今治
いまばり

藩です。 

 宇和島
う わ じ ま

藩（外様）は、伊達
だ て

政宗
まさむね

の長男秀宗
ひでむね

が 1614（慶長

19）年に 10 万石を拝領して入国してから江戸時代を通して伊

達氏の支配下にありました。1657（明暦
めいれき

３）年二代藩主宗
むね

利
とし

が

家督相続するさいに弟宗
むね

純
ずみ

に 3 万石を分配し、吉田
よ し だ

藩を構えさ

せました。 

 大洲
お お ず

６万石（外様）は、加藤
か と う

貞
さだ

泰
やす

が 1617（元和
げ ん な

３）年に入

国して以降幕末まで加藤氏の支配下にありました。古来大津
お お つ

と

呼ばれていましたが、1658（万
まん

治
じ

元）年に大洲に改められま

した。二代藩主泰
やす

興
おき

は、弟直
なお

泰
やす

に 1623（元和９）年 1 万石を

与え、新谷
に い や

藩ができました。分藩にさいし、家臣の中に中江
な か え

藤樹
とうじゅ

がいたとされています。 

 日本は、19 世紀半ばすぎになって、対外問題を契機に国内

政治情勢が激動し、ついに江戸幕府は崩壊して、近代的統一国

家をみるにいたります。 

 伊予八藩においても、幕末・維新の争乱の中で、領土と人民

を朝廷に返上する版籍
はんせき

奉還
ほうかん

、そして廃藩
はいはん

置県
ち け ん

と大きな流れに翻

弄される中で、新しい時代を迎えることになります。 

             

 こんにちは！神郷の少年補導委員です！！ 
      新居浜市少年補導委員協議会 神郷支部 

 

新居浜市の少年補導委員は、青少年の健全育成に資することを

目的として、約 200 名が、市長から委嘱され活動しています。 

 校区毎には、児童生徒数の割合で配分されており、神郷校区で

は 21 名が補導委員として活動しており、揃いのポロシャツやジ

ャンパーを着用し、主に『見せる補導』を実行しています。 

 神郷支部の活動としては、 

(1)通常街頭補導 

校区内でのパトロールを月 4～6 回程度実施しています。時間

帯は、児童生徒の下校時 14～17 時頃および夜間 19～21 時

半頃です。近年は特に神郷わくわく公園周辺の巡回にも力を注

いでいます。 

(2)特別街頭補導 

通常年であれば夏越祭、夏祭り、花火大会、年末年始、中学校

の入学・卒業式、地域行事等、校区内でのイベントや学校・地

域の要望等により、随時のパトロールを実施しています。 

(3)広域巡回補導 

各校区支部長が広域補導班を編成し、市青少年センター作成の

実施計画に基づき、補導パトロール車による市内巡回を原則と

して毎月の第 1・第３日曜日に実施しています。 

(4)環境浄化活動 

酒・タバコ・不健全図書およびＳＮＳ等に関する調査、啓発活

動等も行っています。 

(５)学校・地域等との連携・交流活動 

 川東中学校生徒指導：守谷和洋先生、神郷小学校生徒指導：佃

謙吾先生、郷駐在所：仁王祥隆巡査長ならびに、神郷地区連絡

会議、神郷まちづくり委員会安全安心部会、見守り推進員の皆

さん等とも連携を図り、児童生徒等に関する情報交換を行い、

協力して共に健全育成のための活動を行っています。また、校

区文化祭では、大変好評を頂いている『じゃこ天の実演販売』

を長年継続実施し、地域の方々との交流も図っております。 

青少年の健全育成に資するための児童生徒等に関する情

報がありましたら、お近くの補導委員までお知らせ下さい。

今度とも地域の皆様方には、補導活動・児童生徒の健全育

成活動にご助力、ご協力賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

※ご活躍して下さっている神郷校区補導委員 21 名の皆さ

んを紹介いたします   （2021，6，1 現在） 

①神野聡 (上郷) ⑧髙橋和子（田の上） ⑮永易美香子（松神子） 

②高橋清昭（散田） ⑨藤原説夫（ 〃 ） ⑯橋本博文（松神子団地） 

③菅令治 （散田） ⑩井上文子（ 〃 ）  ⑰園部好考（又野） 

④小西孝宜（下郷） ⑪今井基博（白井） ⑱木田武志（ 〃 ）  

⑤日野千津子（下郷） ⑫荒井道廣（松神子） ⑲三好勉（楠崎） 

⑥近藤恵宣（田の上） ⑬小野晃 （ 〃 ） ⑳阿部幸治（ 〃 ） 

⑦高橋美智代（〃 ） ⑭曽我部達也（〃 ） ㉑細田英司（ 〃 ） 

お体に気を付けて、これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

  ７月(文月)の行事予定   
 
２日（金）13:30～  見守り推進協議会  神郷公民館 
     19:00～  運審会         〃 
４日（日）     校区レクバレー大会 川東中学校 
５日（月）19:00～  健全育成部会    神郷公民館 
７日（水）19:00～  老人クラブ会長会    〃 

１４日 (水) 19:00～  民児協定例会      〃 
１５日（木）13:30～  社協事務局会      〃 
２０日（火）     小・中学校終業式  小・中学校 
２４日（土）19:30～  連合自治会長会   神郷公民館 
２８日（水）19:30～  少年補導定例会    〃 

 


